
 

 

 

 

 

Topic:卒業おめでとう、科学未来館実習、理数科体験授業、SSコラボ授業、課題研究中間発表、 

サイエンスセミナー、筑波研究学園都市見学、理数探究基礎 

○卒業おめでとう／６期生（３学年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○科学未来館実習／７期生（2学年） 
 10月 30日（月）に科学未来館にて現地実習を行いました。午前は常設展示の見学を行い、午後は 8班
に分かれて常設展示から自身が探して選んだ題材についてプレゼン実習を行いました。「プレゼン発表者以
外の生徒は聴衆となり質疑を行い、教員等が助言者として発表者にアドバイスをする」発表者と聴衆の立
場を経験することによりプレゼンにおいて意識することを考え、課題研究中間発表のポスターセッション
のヒントを得ることを目的として実施しました。 
 
○理数科体験授業／中学３年生対象 
 11月 11日（土）に理数科体験授業を実施し、多くの中学生が申込をして参加してくれました。また、理
数科１，２年生や理科系部活動の生徒がボランティアで協力してくれました。 
 

卒業おめでとう 

はなむけの言葉として、まず以下のエピソードを読んでください。能の演目「張良」のあらすじです。 

漢の高祖（劉邦）の臣下、張良は、ある日の夢の中で、土橋で馬に乗った不思議な老人に出会いまし

た。老人は馬上から落とした左の沓（くつ）を拾って履かせよと張良に命じました。その時、張良は老

人の気高い雰囲気から只者でないと感じて、その言葉に従い、沓を拾い、履かせました。すると老人は

今日より五日目に、ここに来れば兵法の奥義を教えようと約束し、そこで夢が覚めました。（中略） 

約束の日、張良が早めに土橋に行き、待っていると黄石公と名乗る老人が現れました。黄石公は、両

足の沓を川に落とします。張良はなんとかその沓を拾って黄石公に履かせました。その瞬間に「心解け

て」、ただちに太公望の兵法奥義を会得しました。 

不思議な話でしょ。何を感じましたか。目を瞑って 30秒間自分と会話してください。 

 

なぜ出会った老人が自分の師だと感じたのか。夢の中の話なのか現実なのか。沓を落としたことに何

の意味があるのか。理不尽な指示に従うとなぜ成長することができるのか。など疑問や「ツッコミどこ

ろ」は人それぞれかと思います。 

君たちは 4月からの学校で多くの先生や先輩と出会うことになります。この先生についていこうと思

える人物を見つけて下さい。必ずいます。自分を伸ばしてくれるメンターが。その先生についていくの

です。なぜ師に就いて学ぶかは、学んだあとにどう変化するかがわからないからです。この勉強をすれ

ばどうなるかが解っているということは、自分が想定する内側までしか成長できないということです。

学んだ後に見える世界を想定できないから学ぶのです。わかりますか、小学生の頃に「掛け算九九」を

学ぶのは掛け算九九を学んだ後に広がる世界をイメージ出来ないから学ぶのです。さらなる成長の機会

を享受するために学習するのです。 

この先生だと思えるメンターを探してついていく。アルバイトも大事ですが、できる限り学びの場に

長時間いて刺激を受ける。卒業すれば嫌でも定年まで働くことになります。親がいいよと言ってくれる

うちは大学や図書館に通って学んでください。まだ出会えていない自分に期待してください。成長した

後の自分に。健康に配慮して、思い切り学問してください。健闘を祈る。 

理数科長 永井雅樹 



○SSコラボ授業／ 
 教科横断型授業の実践として SSコラボ授業を実施しています。一部を紹介します。 
＊公共（川島先生）×理数生物（永井先生）／2年 
免疫の仕組み・免疫と病気×財政の役割と社会保障 

＊体育（齊藤先生）×物理池田先生／1年 
 様々な物理現象から物体が回転しやすい条件を見つける×速く走るための理想の足の角度を見つける 
＊英語コミュニケーション（新井先生）×理数生物（山田先生）／1年 
 DNA抽出実験の手順が記された英文を読み、内容を正しく理解した上で手順に従って正しく実験を行う 
＊体育（渡邉先生・岡田先生）×数学（篠田教頭先生）／2年 
 科学的根拠を伴った論理的な主張を行うために～組体操を科学する～ 

 
○課題研究中間発表／７期生（2学年） 
 11月 30日（木）3限～5限に課題研究中間発表を行いました。 
課題研究は、自らテーマを設定し、先行研究を調べて実際に実験を行い、探究していく活動です。その

中には失敗や仮説とは異なる結果になる場合もあり、その際は計画を練り直して実践する、答えのある実
験とは異なる探究活動です。 

課題研究発表テーマ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○サイエンスセミナー／７期生・８期生（2学年・１学年） 
 12月 13日（水）にサイエンスセミナーを開講しました。今回は物理分野『「でたらめ」が役に立つ？！』
の演題で東京大学大学院 工学系研究科 システム創成学専攻 准教授 合田隆（ごうだたかし）先生を招い
て、理数科 1、2年生が受講しました。 
合田先生はモンテカルロ法というアルゴリズムについての研究をされています。モンテカルロ法の根底

にある考えは、「下手な鉄砲も数撃ちゃ当たる」と言っても過言ではなく、とにかく「でたらめ」な試行
を繰り返すことで目的を達成しようとするものです。信じられないかもしれませんが、ビッグデータ時代
における AI技術の基盤を支えるもので、広く用いられています。この講演では、なぜ「でたらめ」が役立
つのか、どう「でたらめ」を作り出せばよいのか、「でたらめ」を超える方法はないのか、について講演
していただきました。 
理数科では、年に 2回研究者を招いて講義を行っています。今年度の第 2回目は 3月 6日（水）に神経

内科医兼作家の駒ケ根朋子先生をお招きして１，２年生全員を対象に実施しました。 
 
○筑波研究学園都市見学／８期生（１学年） 
 12月 21日（木）に筑波研究学園都市見学実習を行いました。学校集合後、バスで筑波研究学園都市に向
かい、以下の施設見学実習をさせていただきました。 
見学施設 
 化学分野：物理・材料研究機構（NIMS） 
 分野横断的研究：宇宙航空研究開発機構（JAXA）筑波宇宙センター 
それぞれの施設で職員の方から説明を受けながら見学や体験学習を行いました。 
JAXAでは、紹介映像視聴の後、宇宙飛行士養成エリアや国際宇宙ステーション（ISS）日本実験棟「き

ぼう」運用管制室や展示館「スペースドーム」の見学を行いました。 
次に NIMSでは、概要説明の後、NIMS内の食堂で昼食を取り、2班に分かれてクリープ試験室や構造材

料・電子顕微鏡の施設見学を行いました。 
 

○理数探究基礎／７期生（１学年） 
 １学年で実施している理数探究基礎では、観察・実験・調査の手法や統計処理の方法などを身に付け、そ
の技能を活用して２～３年次の理数探究では課題研究を行います。 
 1月 31日（水）の課題研究説明会の後、分野選択希望票の提出→分野発表→研究テーマ提案用紙提出 
の流れで研究班が決まります。 

物理 
1班 少ない割り箸で丈夫な構造の橋を作る 
2班 風に強いビルの構造 
3班 衝撃吸収に最も適した素材 

生物 
1 班 オオカマキリにおける器官の損失による狩
りの効率の変化 
2班 土壌微生物の分解における温度別最適ｐH 
3班 カナヘビの生態 

化学 
1班 任意の形の金属樹を生成する 
2班 新たな消臭剤の原料を見つける 
3班 火薬を使わない線香花火を作る 

数学 
1班 LOP問題における整数計画法以外の解法 

地学 
1班 三浦半島・剱崎の放散虫化石年代 
 


